
■天候

1 2 3 4 5 6 7 計 安 失

1 0 0 1 0 0 1 3 6 3

1 0 0 1 8 0 × 10 11 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7

1 捕         2 2 1 0 死球 左安 二飛 死球

2 中 遊       4 0 3 0 右安 左安 二失 中安

3 遊 投       2 0 0 0 三ゴ 三振 四球 死球

4 投 中       4 0 0 1 遊ゴ 遊飛 二失 遊ゴ

5 三         4 1 1 0 三振 二失 右安三振

6 左         3 0 1 0 三振 左安 三飛

7 二         3 0 0 0 三振 三振 捕邪

8 右         3 0 0 0 三振 三振 三振

9 一         3 0 0 0 三ゴ三振 三振

          

          

          

          

          

28 3 6 1

4 0/3

2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 5 6 7

1 投         4 1 2 1 一ゴ 一ゴ 右３ 中安

2 捕         2 2 2 2 左３ 四球 死球左安

3 一         4 0 0 0 捕邪 一直 三振二ゴ

4 左         4 1 2 2 中２ 遊飛中安 三ゴ

5 右         3 1 0 0 三振 四球三振 三振

6 中         4 1 4 1 右２ 二安 右２ 中３

7 三         4 1 0 1 三振 遊ゴ投失 三邪

8 二         2 0 0 0 投飛 三振

8   打 二     0 1 0 0 打妨

9 遊         2 2 1 1 投ゴ 四球左安

          

          

          

          

29 10 11 8

7

倉敷市立倉敷翔南高校　対　クラーク記念国際高校・横浜・通

小　島　太　陽

　残塁：8　　併殺：1

4

1

四球

晴れ時々雨

クラーク横浜

小　島　太　陽

捕手

大　野　力　哉

倉敷翔南

32 6

高　見　晴　良

齊　藤　和　希

葛　西　　　健

■戦評

永　田　知　寛 神　山　竜　輝

自責

3 3

3

2永　田　知　寛 11

三振

4

四球

　残塁：6　　併殺：0

古　屋　愛　斗

神　山　竜　輝

合計

中　奥　永　遠

永　田　知　寛

大　野　由　瑛

中　奥　永　遠 3

三振

自責氏名 回数 打者 安打

16

18

7 3

回数 安打

７回コールド

■日時 令和元年8月14日(水)

■球場

出場校名

大田スタジアム

球審：佐々木　　　塁審：ワン　早川　田島■審判

■試合時間 ■備考

東中国・岡山

神奈川

2時間08分

代表地区

第2試合　2回戦

大　野　力　哉

クラーク横浜

小　島　太　陽

倉敷翔南

ポジション 氏名

大　泉　太　一

２回戦大田スタジアムの第２試合は１回戦を競り勝った倉敷市立倉敷翔南高校と初出場の神奈川県代表・クラーク記念国際高校・横浜・通信制の対
戦となった。初回先攻の倉敷翔南は先頭の大野が死球で出塁２番大泉の右前打で三進し４番中奥の内野ゴロでホームインして１点先制。その裏ク
ラーク記念国際・横浜は２番神山の左翼越え三塁打を４番齊藤が適時二塁打で返しすかさず同点に追いつく。４回表倉敷翔南は敵失と安打などで
二死一三塁からワイルドピッチで１点を勝ち越す。その裏クラーク記念国際・横浜は四球の走者がすかさず二盗を決め内野安打で三進後内野ゴロ
の間に本塁を突き再び同点に追いつく。５回裏クラーク記念国際・横浜はこの回先頭９番工藤が四球で出塁すると倉敷翔南は先発中奥に代えて
エース小島をマウンドに送る。するとクラーク記念国際・横浜は１番永田の三塁打を皮切りに四球と長短打や敵失など打者１３人で８点を奪う猛攻を
見せる。７回表倉敷翔南の反撃を１点で抑えたクラーク記念国際・横浜が７回コールド１０－３で勝利し３回戦に進出した。倉敷翔南は途中までシー
ソーゲームを展開したが中盤の大量失点が最後まで響いてしまった。

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

中　奥　永　遠

清　板　亮　圭　

奈良木　　　仁

池　田　健　太

山　本　英　斗

吉　谷　啓太朗

備考

氏名

■投手成績

米　澤　佳　樹

工　藤　真　平

沖　本　一　輝

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手


